
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さいたま市議会議員（2期目） 

市民の目線、初心を忘れずに！ 

  佐伯かずみ 
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さいたま市令和８年度予算（案）発表（2 月議会 2/3～3/12） 

～どんな新しい事業が始まるの？～ 

◆いじめ問題救済委員会の設置 

さいたま市ではいじめ問題が解決されないまま長期化、深刻化するケースが出ています。私

たちの会派では、いじめに対して教育委員会内ではなく、市長の機関として独立して取り組む第

三者委員会設置を以前より要望してきました。 

来年度、この「いじめ問題救済委員会」が市長の附属機関として、設置されます。⑴ いじめ等

についての相談のうち救済に関すること。 ⑵ いじめ等に関する市長からの付託があった場合

又は救済委員会が不利益を受けた児童等の救済のため緊急の必要性があると認める場合には

「調査、調整、勧告、要請」を行うこと。 ⑶ 勧告及び要請の内容を公表すること。 ⑷ いじめ等

の防止に関する普及啓発を行うことなどがあげられています。【予算１,５２１万円】 

 子どもたちは差別されず守られ、学んだり、遊んだりするだけでなく、意見を表明し参加でき

る権利もうたい、子どもも社会の当事者であるとするものです。子ども権利条例の策定につい

てもずっと要望してきたものがカタチになりました。今年度はアンケート調査や子どもが主体と

なる検討会議を開催し、制定に向けて動き出します。【予算 778 万円】 

 

 

 

◆（仮称）子どもの権利条例制定 

◆５歳児健康診査の実施 

特に発達障害が認知される時期の５歳児健康診査を行うことで、子どもの特性に合わせた

適切な支援を行います。【予算 5,588 万円】 

 
◆地域防災計画の改定と個別避難支援プラン

の作成 

１人で避難することが困難な避難行動要支援者（高齢者

（特に一人暮らしや要介護認定を受けている人）、 障がいの

ある人（身体・知的・精神）、難病患者他等）の円滑な避難のた

め、個別避難支援プランの作成を推進する【予算 697 万円】 



モヤモヤやご意見は右下の公式 LINEQR コードからどうぞお気軽

にご相談ください。最近は私への相談の約７割は LINE からとなりま

した。市や私からの情報も流しています。 

 右の写真は３０年ぶりに餅つき大会を実施した 

自治会さんにお邪魔しました。この日は２月８日、 

雪の中のお餅つきでしたが、子どもたちはお餅を 

ついたり、雪だるまを作ったり、ダブルで楽しんで 

いました。私もつかせていただきました～♪ 

【訂正】前回９１号と記載しましたが「９２号」の間違いでした。 

 

●学校の教材費等の現金集金を市

民アプリと連携しスマホ決裁に！ 
  

佐伯公式 LINE に「学校での教材費

の現金集金は保護者・教員側にとって

も煩雑、スマホ決裁でできないか」と以

前ご相談がありました。議会でも要望

を続けていましたが、今回やっとスマホ

で支払いができるようになります。夏

ごろから各学校に移行していくそうで

す。現在スクペイやペイペイなどを使用

している学校では手数料が保護者負担

でした。これは今後市が払うのでゼロ

円に。その予算計上が４,０００万円あが

っています。 

 

●須崎市（高知県）の教育委員会主催イベント

の視察に！ 

 須崎市の人口は 18,000 人。中学２年生（１０１

人）全員がグループに分かれ、地元企業１４社と地

域課題の解決に向けた取り組みをそれぞれのグ

ループが行い発表する「すさきカップ」を視察。 

須崎は集まる場所が少ないという課題のもと、ス

トーブ会社の協力をいただき、 

ストーブで焼いたピザを提供 

するカフェ（居場所）を創った 

グループが優勝。生徒たちの 

調査力やプレゼン力も見事で 

した。 

➡高知駅で飲んだ「龍馬 

カフェラテ」 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他に中学校３５人学級に向けた整備、市立特別支援学校の医療的ケア児の登下校時の看護

師派遣、孤独・孤立対策の市民実態調査、フードバンク実施団体への支援、大宮盆栽村の地域

連携構築、旧市民会館おおみやの解体工事の調査、カスタマーハラスメント対策として通話録

音装置の導入など。 

・認知症セルフチェックツールを導入し、早期診断につなげる。【予算 587 万円】 

・介護支援専門員確保のため、資格取得や更新に必要な費用の補助。【予算 2,340 万円】 

・障害福祉サービス事業所で働くための資格取得研修の受講費の補助。【予算 439 万円】 

・訪問介護の人材確保のための環境設備や経営改善の支援。【予算 1,010 万円】 

・保全活動の支援を行うため、生物多様性活動支援センターを運営。人材育成プログラムの環

境学習コンテンツを作成し、年間を通じて講座を実施。 

・また生物多様性の活動をしている団体に自然共生サイト認定に向けた支援を行い、連携増進

活動協議会を設置します。                               【予算 496 万円】 

◆認知症セルフチェックツール導入、介護支援専門員、障害福祉サービス従事者

養成、訪問介護事業者への支援 

◆生物多様性のための事業 


